
　坂祝町では、「園・学校運営協議会」と「地域・園・学校協働
本部（協働本部）」をまとめてコミュニティ・スクールと呼んで
います。「学校運営協議会」は小学校と中学校の経営方針をも
とに学校を応援しています。また、「協働本部」は、小中学校と
町内の３つの園を、地域が関わって子どもたちの活動を支援
しようというものです。「協働本部」は３つの委員会がそれぞ
れ課題に向けた活動をしています。

　令和3年度第1回は、小中学校の校長がそれぞれの経営方針に関して説明され、質疑応答
の後、いずれも承認されました。（※幼稚園についての協議は、5月11日に行われました。）

「たくましさ・豊かな心・健やかな体」を育てる経営をしていく。「たくましさ」
は、先端技術が進む Socity5.0を生き抜くたくましさを育てるために ICTを活
用していく。「豊かな心」はいじめ防止対策条例にそって迅速な対応を図る。「健
やかな体」は自助・共助・公助を意識しながら防災の在り方の学習を通して心
も耕していきたい。

「明日も来たくなる学校・笑顔あふれる学校をめざして」という重点目標をも
とに経営をしていく。そのために、生徒指導の3機能（自己決定の場・自己存在
感・共感的人間関係）を生かす。
具体的な生徒像として次の3つの姿を全教職員で育てていく。
①他との関わりを大切にしながら学び高めあう生徒
②誰にも優しく思いやりのある生徒
③何事も挑戦し粘り強くやり抜く生徒

新しい方向に向かっていく前向き
さが伝わってくる。小学校の総合的

な学習の時間では、打ち合わせや事前準備
等で教師が大変だと思うがどうか。

水曜日の6 時間目の授業をなくして
打ち合わせ等の時間に充てるように

しました。その代わり、火・水・木の朝の15分
を帯学習として設け、3日で45分のモジュー
ル学習として時間確保をしています。

多文化共生について教育長、教育委
員会としての外国人への支援・取り

組みの方針を教えてほしい。

外国人と一緒に学べると良いです。
そのために学校には、日本語初期指導

の加配が配置されています。卒業後の進路先
については社会福祉協議会と連携を図ってい
ます。

スローガン「育もう　未来の芽と郷土愛 ～地域の中に園・学校を、園・学校の中に
地域を～」ができた経緯や思いについて共通理解を図りました。

昨年度までの活動報告をもとに今年度の活動計画について話し合われました。各委
員会の会議内容は次のとおりです。

「ふるさと坂祝を大好きになる
ためにどうしたらよいか」を
テーマに話し合った。
●「ボランティアバンク」を作
　り、園・学校と関わっていく。
●ボランティアの保険を考えて
　いきたい。
●若い人もできることからどん
　どんやっていきたい
●坂祝町のカレンダーに載せて
　位置付けたい。

昨年度に引き続き、中学校の部
活動の在り方について話し合っ
た。
新しい委員も入ったので国の方
針や他市町村の先進事例を確
認した。次回の全体会までに
保護者・指導者を含めた話し合
いの場を持つことになった。

外国人の親子と触れ合う機会や
場を作って親しくなることで、
相互の理解を深め、子どもたち
のよりよい成長につなげていき
たい。
●企画課の職員が多文化共生委
　員会に入り、子どもたちだけ
　でなく、外国人全体からの取
　り組みを考えていく。
●許される範囲内で参観をし
　て、実態をつかんでいく。

　「我が家の生活カレンダー」において7月28日（水）開催予定としていましたが、新型コロナウイルス
感染症拡大を防ぐため令和 4年 3月29日（火）に延期しました。ご理解をよろしくお願いします。

　「理科読」とは読書と体験を出会わせて、自然科学を本から学ぶことです。夏休みに定住自立圏構想
事業の図書館講座として次の内容で開催します。是非お申込みください。

　日頃は、図書室をご利用頂き、ありがとうございます。
　図書システムを導入して以来、インターネットでの本の予約
を行ってきました。
　今までは、貸出中の本についてのみ予約可能でしたが、６月
からは在架本※についても、インターネット予約が可能になり
ました。一段とサービスアップし、利用しやすい環境を整えて
まいりますので、ご利用ください。（インターネット予約は図書
室で利用登録が必要です。）
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